「地震及び火山噴火予知のための観測研究計画」実施計画
	課題番号：１４３２


（１）実施機関名：

東京大学地震研究所
（２）研究課題（または観測項目）名：

次世代の機動的海底地震観測に向けた観測技術の高度化
（３）最も関連の深い建議の項目：

３．新たな観測技術の開発

（１）海底における観測技術の開発と高度化

イ. 海底地震観測技術

（４）その他関連する建議の項目：

２．地震・火山現象解明のための観測研究の推進

（１）日本列島及び周辺域の長期・広域の地震・火山現象

イ. 上部マントルとマグマの発生場

（５）平成２０年度までの関連する研究成果（または観測実績）の概要：

３．新たな観測・実験技術の開発

（１）海底諸観測の開発と高度化

　これまで海域での観測技術開発においては、長期観測型海底地震計、GPS-音響測位システム、海底圧力計などを開発し、成果をあげてきた。具体例としては、地震観測のダイナミックレンジを拡大するため加速度計を併設した長期観測型の海底強震・高感度地震計を実用化したほか、長期海底地震観測の高度化のため先端的ネットワーク技術を導入した次世代ケーブル式海底観測システムの開発を進めた。
（６）本課題の５ヶ年の到達目標：

　地震予知研究において実際の地震発生の場・現象を捉えるためには、海域での地震観測研究は欠かせないものである。しかし、海底ケーブル網が存在・計画されているのは限られた海域であり、今後空間・時間的な観測空白域を網羅し新たな知見を得るためには、機動的海底地震観測技術の新たな開発が必須である。次の3項目に示す技術開発は、これまで基礎的な試験観測、またほぼ実用観測を行ってきたものである。そのうち、超深海型海底地震計(UDOBS)は設置したが回収不能となっており、今後に開発しなければならない箇所が多く残っている。また、広帯域海底地震計(BBOBS)は、既に大規模アレイ観測を実施しているが、水平動成分はノイズレベルが高くデータを解析する上で有効利用しにくい問題点がある。これを解決するため科学研究費等で開発研究を開始しているが、潜水艇による試験観測の機会が少ないことから開発期間が不足している。その他、海底での強震観測については、スマトラ地震の余震観測として試験的に実施した。

　これらを踏まえた上で、以下の3項目を具体的な技術開発の内容として計画している。

(a)海溝軸付近など水深6000m以上の超深海域での地震及び他のセンサーによる海底観測技術開発で、空間的観測空白域を埋める。

(b)海底強震観測の高度化で、数年間の地震発生待ち受けと震源域近傍での高い信号強度へ対応する。

(c)海域での浅部超低周波微動などを直上で精密に捉えられる能力を持つ海底広帯域地震観測の高度化で、陸上観測点に匹敵・凌駕する品質のデータを取得し、脈動域〜潮汐変動の時間軸へ対応する。

　これらの成果の地震観測研究における波及的重要さは言うまでもない。また、各技術開発共に、現存の海底地震観測システムを多少変更して対応できる内容ではないため、完全な観測技術へと完成するのには5年間では短い可能性はある。
（７）本課題の５ヵ年計画の概要：

　平成21年度においては、上記(a)と(b)の仕様検討を行う。(c)は科研費で進行中の試験観測研究を継続して進め、研究を継続するために科研費を申請する。特に(a)のUDOBSは、これまでの問題点を精査し、超深海域で確実に使用可能な部品の選定を進め、その解決策を全体構造の見直しという点まで含めて検討する。

　平成22年度においては、(a)の機器試作を開始し、(b)の機器設計を進める。(c)は試験観測研究を継続して進める。翌年度の試験観測に向け、観測船利用の申請を行う。

　平成23年度においては、(a)の試験観測を開始し、(b)の機器試作を開始する。(c)は試験観測研究を継続して進め、機器の改良を行う。翌年度の試験観測に向け、観測船利用の申請を行う。

　平成24年度においては、(a)の試験観測を継続し問題点を解決する、(b)の試験観測を開始する。翌年度の試験観測に向け、観測船利用の申請を行う。

　平成25年度においては、(b)の試験観測を継続し問題点を解決する。

（８）実施機関の参加者氏名または部署等名：


塩原　肇・篠原雅尚

他機関との共同研究の有無：

なし
（９）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先

　部署等名：　東京大学地震研究所　地震予知研究推進センター
　電話：　03-5841-5712
　e-mail：　yotik@eri.u-tokyo.ac.jp
　URL：http:　//www.eri.u-tokyo.ac.jp/index-j.html
（10）この研究課題（または観測項目）の連絡担当者
　　　氏名：　塩原　肇
　　　所属：　東京大学地震研究所　海半球観測研究センター
　　　電話：　03-5841-8287
　　　FAX ：　03-3812-9417
e-mail：　shio@eri.u-tokyo.ac.jp









